平成26年度　御嵩町防災訓練　上之郷地区活動計画(案)
上之郷小学校区防災教育推進委員会事務局
１．期日　　平成２６年９月７日(日)　９：００～１２：００
２．ねらい
　●児童生徒
･町防災訓練に参加し、様々な体験活動をすることで防災の知識･技能を身に付け、防災意識を高める。
･地域の方たち（自主防災会など）と共に活動することで、地域を共に守ろうとする意識を高める。
　●小中職員
･初期避難所運営についての理解を深め、意識を高める。
･地域の方たち（自主防災会など）との関係を深め、避難所になったときの運営における技術を磨く。
　●地域住民
･児童生徒とさまざまな体験活動を行うことで、防災の知識･技能を高める。
･児童生徒と多様な防災体験を共にすることを通して、自主防災会の共助意識やリーダーシップを高める。
３．日程
　　９：００　地震発生　サイレンEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すいめい),吹鳴)
　　　　　　　　　受付にて班分け
　　　　　　　　（推進委員＋上小中職員）
９：３０　開会式　
避難所運営訓練
　ハイゼックス作り
　グループ別体験
１１：００　ハイゼックス試食
　１１：２０　町長あいさつ
片付け　閉会式
避難行動
　児童：各教室～体育館
生徒：学　校～体育館
地域：自　宅～体育館
挨拶：委員長
詳細は５．活動内容に
無洗米を学校で準備
体育館
ケーブルテレビ可児放送にて
挨拶：委員長
１２：００　下校　
スクールバス出発
４．推進委員会の役割分担
(１) 自治会への啓発、参加呼びかけ、人数把握：自治会長会長＋公民館長＋小学校（教頭）
(２) 全体計画、当日司会：地区防災リーダー
(３) 体験活動の企画（雨の時も）：防災リーダー＋第一分団＋小中教職員＋役場職員＋その他
(４) 児童の割り振りと指導：小学校
(５) 生徒の割り振りと指導：中学校　
(６) 避難所の各場所の設置：小中職員
(７) ハイゼックスつくりの計画：保育園園長
(８) 事務局：小学校
５．活動方法
　　　班ごとで活動内容の場所に行き、さまざまな防災学習をする。
小学校は「なかよしグループ」をさらに半分に分け　１２班
中学校は　何らかの方法で　　　　　　　　　　　　　６班　　　　合計１８班
地域の方々は受け付けで１～１８班に割り振る。
６．活動内容
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６．小中学校児童生徒の予定
　　小学校
９：００前の活動内容
　　中学校
　　　９：００前の活動内容
７．小中学校職員の役割分担
(１)駐車場
　　　入口は西口（道路の誘導ライン：上小教務） 

自主防災会：運動場南側（ライン引き、カラーコーン：上小教務） 

職員：校舎裏 

　(２)記　録
動画：上小防災主任に編集まで一任
　(３)各　班（小中合同で動く）
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体験

種類

当日担当 場所 連絡担当など

1ひまわり隊(体に引火したときの消火法） 可茂消防 体育館 防災リーダー

2ガスのお話 LPガス協会 理科室 分団長

電気（配電盤のありか） 小学校職員

電気（地震による停電の配慮） 業者

3上之郷小学校防災教育DVD流す（繰り返し） 小学校職員 図工室 ５担設置

レーダーナウキャスト 小学校職員 パソコン室

JRC企画

防災グッズを作ろう

17上之郷JA跡地「防災コミュニティー施設」計画 業者＋役場職員１ 体育館ステージ防災部局長

4小学校内　飛散防止フィルム貼付現状 PTA役員 ２階廊下 ＰＴＡ会長

5小学校内　転倒防止　現状 PTA役員 家庭科室 ＰＴＡ会長

6水消火器 第一分団 運動場 分団長

7本物消火器（20～30本） 第一分団 運動場 分団長

8ポンプ車 第一分団 運動場 分団長

9煙体験ハウス 第一分団 運動場 分団長

10バケツリレー（バケツ：上小準備） 第一分団 運動場 分団長

11ジャッキアップ（上之郷防災倉庫） 第一分団 運動場 公民館長

12パーティション 役場　２ 体育館 防災部局長

13簡易担架・止血・骨折 小学校職員 多目的室 養教・６担

14心配蘇生法＋上之郷小学校防災グッズ 小学校職員 多目的室 事務・５担

自助パック説明 PTA役員

15水の確保 小学校職員 受水槽 教務・３担

16トイレ設営 役場　２ プール前 防災部局長

体験内容
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総務班：１
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８．その他
　(１)ハイゼックス用のお米
①予算　無洗米をすべて学校予算（福祉協議会助成予算）で準備
　　②人数　約２５０人
児童：８５人　生徒：３７人　自治会：約８０人　役場職員：約１５名　
　　　　　推進委員や小中学校職員：３０人　　　　　　　　　　　　　　　　
　　③必要量　約２０ｋｇ
一人半合×２５０＝１２５合
　　　　　　　　１５０ｇ×１２５合＝１８７５０ｇ＝約２０ｋｇ
　　④必要経費　約１万円
　　　　　無洗米　　　　５ｋｇ約２０００円弱なので８０００円
　　　　　　　　　　　中に入れる塩や梅干で　　約　２０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　１００００円
　　　　　
　(２)当日までの流れ
　　　①上之郷自治会長会(５月)に依頼：小学校教頭　
★町防災訓練に小中学校も一緒に参加させていただくというスタンス
　　　②町の計画会（数回）：小学校教頭、防災リーダー
　　　③御嵩町自主防災組織活性化研修会（６月下旬）：推進委員長、防災リーダー、小学校教頭
再度依頼　★町防災訓練に小中学校も一緒に参加させていただくというスタンス
　　　④小中の職員会にて職員への共通理解（７，８月）：小中教頭
　　　　
(３)「防災チャレンジプラン」との連動
①出張１
防災教育交流フォーラム（中間報告会）見学　２名　2014年10月４，５日　１泊２日
棚瀬校長　旅費等　JRC予算より（約30000円）
②申請（申請書：小学校教頭）
「町の防災訓練」と「防災キャンプ」を上之郷小学校区防災教育推進委員会として申請
防災リーダーを中心とする
　　③出張２（申請が通った場合）
活動報告会･計画発表会　発表　２名　　2015年２月土曜日　懇親会もあるので　1泊2日
防災リーダー　旅費等（「防災チャレンジ」より）
校長　旅費等　JRC予算より（約30000円）
○○教諭　旅費等　JRC予算と職員研修費より（約30000円）
○○教諭　旅費等　研究助成金と職員研修費より（約30000円）
　　　④活動
平成２７年度の「町の防災訓練」と「防災キャンプ」において地域と連動した活動
